
　

青
井
さ
ん
が
「
環
境
」
を
意
識
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
高
校
生
の
頃
、
あ

る
途
上
国
の
水
上
生
活
者
の
様
子
を
テ

レ
ビ
で
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

地
元
で
も
公
害
問
題
が
わ
り
と
身
近
に

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、「
地
球
環
境
を

よ
く
す
る
こ
と
に
役
立
つ
仕
事
に
就
き

た
い
と
漠
然
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」。

　

大
学
の
環
境
理
工
学
部
に
進
み
、
大

学
院
修
了
時
に
教
授
に
相
談
し
て
紹
介

さ
れ
た
の
が
水
道
機
工
株
式
会
社
だ
っ

た
。
同
社
は
水
処
理
施
設
・
設
備
・
装

置
等
の
設
計
・
建
設
・
製
造
・
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
を
行
う
水
処
理
の
総
合
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
企
業
。「
水
を
き
れ
い
に
す

る
」
こ
と
で
、
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
の
構
築
に
貢
献
す
る
、
と
い
う
企
業

理
念
に
青
井
さ
ん
は
自
ず
と
共
鳴
で
き

た
。

　

最
初
に
配
属
さ
れ
た
水
質
セ
ン
タ
ー

で
は
水
処
理
プ
ロ
セ
ス
の
設
計
に
５
年

携
わ
り
、
そ
の
後
研
究
開
発
部
へ
移
り
、

濾
過
装
置
の
膜
処
理
等
の
研
究
開
発
を

行
う
。
高
レ
ベ
ル
の
技
術
を
開
発
し
て

い
く
に
は
根
気
よ
く
ト
ラ
イ
ア
ル
・
ア

ン
ド
・
エ
ラ
ー
の
実
験
を
繰
り
返
す
必

要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
全
く
苦
に
な
ら

な
い
と
い
う
。
今
年
で
入
社
１０
年
目
だ
。

「
現
在
の
仕
事
は
自
分
に
合
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
し
、
や
り
が
い
も
感
じ
て
い

ま
す
。
将
来
的
に
は
機
器
の
設
計
や
営

業
の
ほ
う
に
も
興
味
が
あ
る
の
で
、
や
っ

て
み
た
い
で
す
ね
」

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
の
結
果
で
は
、
研
究
的
職
業

領
域
へ
の
興
味
が
や
は
り
最
も
強
か
っ

た
が
、
企
業
的
職
業
領
域
も
高
く
出
た

の
は
、
労
働
組
合
の
活
動
で
役
員
を
務

め
て
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。
活
動
で
は
会
社
側
の
視

点
が
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
。
逆
に
最

も
低
か
っ
た
の
は
慣
習
的
職
業
領
域
。

「
古
い
慣
習
を
打
破
し
て
い
く
の
が
開
発

と
い
う
仕
事
、
み
た
い
な
面
が
あ
り
ま

す
か
ら
、
こ
の
結
果
は
納
得
で
き
ま
す

ね
」

　

今
回
Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査
を
受
け

て
い
た
だ
い
て
の
感
想
は
、「
Ｖ
Ｐ
Ｉ
を

通
じ
て
自
分
自
身
を
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
業
務
に

取
り
組
め
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」。

　

青
井
さ
ん
が
就
職
し
た
年
も
氷
河
期

と
言
わ
れ
た
が
、
昨
今
も
採
用
状
況
は

厳
し
い
。

　
「
就
職
活
動
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す

が
、
大
企
業
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
志

望
す
る
の
で
は
な
く
、
妥
協
し
な
い
で

自
分
で
や
り
が
い
の
感
じ
ら
れ
そ
う
な

企
業
を
目
指
し
て
ほ
し
い
。
当
社
は
社

員
２
０
０
人
ほ
ど
で
す
が
、
責
任
あ
る

仕
事
を
任
さ
れ
、
幹
部
と
の
距
離
も
近

い
な
ど
、
こ
の
規
模
な
ら
で
は
の
面
白

さ
を
感
じ
ま
す
」

V P I 職 業 興 味 検 査  

研究開発部　主査

青井健太郎さん（33歳)

大学および大学院で環境工学を学ぶ。学生時代
は野球部に在籍。2001 年水道機工株式会社に入
社。水質センターに配属され、５年後に研究開
発部所属となり現在に至る。組合活動では副委
員長を務める。

水道機工㈱

興味の六角形 
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● 興味が強い職業領域 
 １位：Ｉ 研究的職業領域 

２位：Ｅ 企業的職業領域 
３位：Ａ 芸術的職業領域 
 

　ＩとＥは、興味領域としては対極にあるため、両立す
る職業はとても少ない。 
　青井さんの職務は「研究開発」（Ｉ領域の職業）であ
るが、一方、組合活動に３年間従事し、この２年間は副
委員長としても活躍されているとのこと、こちらはＥ領
域に該当する。全く性質の異なる仕事に携わっているこ
とで、興味領域の広がりが見られる。 
 

青井さん 
の 

職業興味 
判定 
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VPI 
職業興味検査 

160の具体的な職業に対する興味・関心の有無を回答することにより、６つの興
味領域（現実的、研究的、芸術的、社会的、企業的、慣習的）尺度と５つの傾
向（自己統制、地位志向など）尺度から、職業興味や職業認知における心理的
特徴をとらえることができる。  
■適用対象：大学生・短大生を中心とする若年者 

Vocational  
Preference  
Inventory 
 
 

④　

個
人
の
行
動
は
、
そ
の
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と

そ
の
人
を
と
り
ま
く
環
境
と
の
交
互
作
用
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
職
業
名
は
、
個
人
の
興
味

や
価
値
観
、
能
力
、
知
識
、
自
己
理
解
の
程
度
、
対
人
関

係
な
ど
を
投
影
さ
せ
る
、
よ
い
刺
激
材
料
と
し
て
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
職
業
名
を
選
ぶ
こ
と
で
、
自

分
の
タ
イ
プ
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
こ
れ
か
ら

進
ん
で
い
く
べ
き
環
境
の
予
測
が
で
き
ま
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
で
は
、
傾
向
尺
度
と
い
っ
て
、

そ
の
人
な
り
の
考
え
方
や
選
択
の
傾
向

を
５
つ
の
尺
度
で
分
類
し
て
い
ま
す
。

①　

自
己
統
制
傾
向
（
Ｃ
ｏ
尺
度
）‥

自

己
の
衝
動
的
行
為
や
考
え
を
ど
の
程
度
統
制
し
て
い

る
か
を
示
す
尺
度
。
高
い
と
、
用
心
深
く
、
衝
動
的

に
行
動
す
る
こ
と
が
少
な
い
。

②　

男
性
│
女
性
傾
向（
Ｍ
ｆ
尺
度
）‥

男
性
で
こ
の
得
点

が
高
い
場
合
、
伝
統
的
な
性
役
割
に
対
す
る
同
調
性

が
高
く
、
反
対
に
低
い
場
合
、
伝
統
的
な
性
役
割
に

あ
ま
り
関
心
が
な
い
。
女
性
で
こ
の
得
点
が
高
い
場

合
、
性
役
割
に
と
ら
わ
れ
ず
、
個
性
の
発
揮
に
価
値

を
置
く
。
男
性
と
女
性
で
は
解
釈
が
異
な
る
。

③　

地
位
志
向
傾
向
（
Ｓ
ｔ
尺
度
）‥

社
会
的
威
信
や
名

声
、
地
位
や
権
力
な
ど
に
対
し
て
、
ど
の
程
度
強
い

関
心
を
持
っ
て
い
る
か
を
示
す
尺
度
。
得
点
が
高
い

場
合
、
社
会
的
評
価
の
高
い
仕
事
や
活
動
を
好
む
。

④　

稀
有
反
応
傾
向（
Ｉ
ｎ
ｆ
尺
度
）‥

職
業
に
対
す
る
見

方
が
ど
の
程
度
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ユ
ニ
ー
ク
で

あ
る
か
を
示
す
尺
度
。
得
点
が
高
い
場
合
、
社
会
の

一
般
的
価
値
観
と
は
異
な
っ
た
独
自
の
価
値
観
を
持

つ
傾
向
が
あ
る
。
低
い
場
合
、
常
識
的
で
あ
る
こ
と

を
示
す
。

⑤　

黙
従
反
応
傾
向（
Ａ
ｃ
尺
度
）‥
ど
の
く
ら
い
多
く
の

職
業
を
選
ん
だ
か
を
示
す
尺
度
。こ
の
尺
度
が
高
い
と
、

多
く
の
職
業
に
関
心
を
持
ち
、自
信
が
あ
り
、積
極
的
で

社
交
的
で
あ
る
。低
い
場
合
、関
心
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　

傾
向
尺
度
か
ら
は
、
被
検
者
の
職
業
の
見
方
（
職
業
認

知
）
に
お
け
る
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
興

味
領
域
尺
度
と
併
せ
て
解
釈
す
る
こ
と
で
、
職
業
認
知
の

特
性
、
自
己
認
知
の
特
徴
や
行
動
特
性
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
例
え
ば
、
受
検
者
が
好
む
興
味
領
域
や
、
逆
に

好
ま
な
い
職
業
領
域
と
自
己
認
知
と
が
ど
の
よ
う
な
関
わ

り
を
持
つ
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
個
人
の
特
徴
を
よ
り

深
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
た
ち
が
あ
る
職
業
を
選
ぶ
と
き
、

単
に
労
働
機
能
や
技
能
の
集
合
と
し
て

の
職
業
を
選
ぶ
の
み
な
ら
ず
、
生
き
方

や
生
活
様
式
、
生
活
環
境
を
選
ん
で
い

る
わ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
職
業
の
選
択
は
、
個
人
の
動

機
付
け
、
知
識
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
、
能
力
な
ど
を
反

映
す
る
表
出
行
動
で
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
る
人

が
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
職
業
に
就
く
場
合
、
単
に
航
空

機
を
操
縦
す
る
こ
と
だ
け
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
と
い
う
独
特
の
生
活
パ
タ
ー
ン
や
社
会
的

役
割
、
社
会
的
地
位
な
ど
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
意
味

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
あ
る
職
業
に
対
す
る
好

み
の
程
度
は
、
そ
の
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
の
み
な
ら

ず
、
自
己
理
解
の
程
度
や
価
値
観
な
ど
、
個
人
の
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
も
反
映
す
る
も
の
で
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
の
実
施
に
よ
っ
て
、
将
来
の

職
業
を
考
え
る
た
め
の
よ
い
刺
激
的
効

果
が
得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
個
人
が
自

己
及
び
自
己
の
環
境
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
職
業
選
択
へ
の
動
機
付
け
と
な
り
ま
す
。
職
業

の
世
界
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
興
味
の
特

徴
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
特
徴
と
興
味
領

域
を
結
び
つ
け
て
考
え
る
こ
と
で
、
自
分
と
親
和
性
の

あ
る
職
業
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

Ｖ
Ｐ
Ｉ
職
業
興
味
検
査
は
Ｊ
・
Ｌ
・
ホ
ラ

ン
ド
の
職
業
選
択
理
論
に
基
づ
い
て
作
ら

れ
て
い
ま
す
。ホ
ラ
ン
ド
理
論
は
、

①　

同
じ
職
業
に
就
い
て
い
る
人
は
、

類
似
し
た
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性
と
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
形
成
史
を
示
す
者
が
多
い
。

②　

人
間
の
行
動
は
、
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
そ
の
人

の
住
ん
で
い
る
環
境
と
の
交
互
作
用
の
産
物
で
あ
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
ホ
ラ
ン
ド
理
論
の
仮
説
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
の

が
以
下
の
４
つ
の
結
論
で
し
た
。

①　

我
々
の
文
化
圏
に
お
い
て
、
大
多
数
の
人
は
、
現

実
的
、
研
究
的
、
芸
術
的
、
社
会
的
、
企
業
的
、
慣

習
的
の
６
つ
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ
の
う
ち

の
１
つ
に
分
類
さ
れ
る
。

②　

我
々
の
生
活
す
る
環
境
に
は
、
現
実
的
、
研
究

的
、
芸
術
的
、
社
会
的
、
企
業
的
、
慣
習
的
の
６
つ

の
種
類
が
あ
る
。

③　

人
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
能
や
能
力
が
生
か

さ
れ
、
ま
た
自
分
の
価
値
観
や
態
度
を
表
現
で
き
、

か
つ
、
自
分
の
納
得
で
き
る
役
割
や
課
題
を
引
き
受

け
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境
を
探
し
求
め
て
い
る
。

●６つの興味領域（Ｊ．Ｌ．ホランドの６類型） 
 
Ｒ：現実的職業領域 

 

Ｉ：研究的職業領域 

 

Ａ：芸術的職業領域 

 

Ｓ：社会的職業領域 

 

Ｅ：企業的職業領域 

 

Ｃ：慣習的職業領域 

機械や物体を対象とする具体
的で実際的な仕事や活動の領
域 
研究や調査のような研究的、
探索的な仕事や活動の領域 
 

音楽、美術、文学等を対象と
するような仕事や活動の領域 
 
人と接したり、人に奉仕した
りするような仕事や活動の領
域 

企画・立案したり、組織の運
営や経営等の仕事や活動の領
域 
定まった方式や規則、習慣を
重視したり、それに従って行
うような仕事や活動の領域 

ホランドの
職業選択
理論

 
傾向尺度
 

 ＶＰＩを
支える
理念

結果
の
活用 
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